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はじめに
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現状、請求伝票登録について、入力完了即時で、Invoice No.（請求伝票番号）が採番され、以降の
変更は不可となり、誤りが判明すると、反対仕訳→再度伝票登録が必要です。

また請求伝票に対して、システム上で承認を行うことができませんでした。

今回、これらの課題を解決するため、入力→承認の2ステップでの請求伝票登録を実現いたします。



リリース機能
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新規2機能をリリースします。

機能ID 機能名 概要

SLSA210 請求仮伝票更新 会計の仮伝票更新のように、請求仮伝票登録（未転記）→請求伝票承認（修正と承
認が可能、承認すると、請求伝票が登録、仕訳が転記され、請求書の印刷も可能と
なります）の流れとします。

SLSA220 請求仮伝票照会 請求仮伝票の照会をします。



SLSA210 請求仮伝票更新
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機能ID 機能名 概要

SLSA210 請求仮伝票更新 会計の仮伝票更新のように、請求仮伝票登録（未転記）→請求伝票承認（修正と承
認が可能、承認すると、請求伝票が登録、仕訳が転記され、請求書の印刷も可能と
なります）の流れとします。

ボタン 挙動

新規登録 新規登録の第1画面へ遷移します。

検索 検索条件に従って、検索します。

修正 検索結果から1つ選択して、修正ボタンを押下すると、新規登録・修正ーメイン画面へ遷移します。

削除 検索結果から複数選択して、削除ボタンを押下すると、物理削除（ステータスのチェックをするか否かは会社マスタで設定）します。



SLSA210 請求仮伝票更新
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✓ 削除ボタンにより、伝票は物理削除が可能ですが、事前に、ステータスを99削除にする必要があります。
✓ 会社マスタで、「仮伝票削除時にステータスチェックを行わない」にチェックを付けると、請求仮伝票の

ステータス を「99 削除」に変更しなくても削除可能になります。



SLSA210 請求仮伝票更新
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ボタン 挙動

新規登録 新規登録・修正メイン画面へ遷移します。



SLSA210 請求仮伝票更新
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ボタン 挙動

保存 新規登録の際、即承認はできません（1ステップでの転記となりますので）。必要項目を入力し、ステータスを完了にし、保存ボ
タンを押下します。

確認 承認者は、修正モードで開き、内容確認の上、確認ボタンで、確認画面へ遷移し、承認または差戻を行います。差戻の場合は、
差戻メッセージの入力が可能です。承認を押下しますと、正式な請求伝票が転記（SLSA110の転記と同じ処理）されます。



SLSA210 請求仮伝票更新
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✓ 承認、差戻方法、ステータス間の変更可否は以下の通りです。

• ーーー承認、差戻方法ーーー
承認：確認画面に遷移、承認ボタンを押下
差戻：確認画面に遷移、差戻ボタンを押下

• ーーーステータス間変更可能ーーー
0入力中 → 60完了，99削除
20差戻 → 0入力中，60完了，99削除
60完了 → 0入力中
80承認済 ： 変更不可（確認画面に遷移し、差戻を押下する事で対応）
99削除 → 0入力中

✓ 保存の段階で、エラーチェックは実施されますので、必須入力項目が未入力の状態での保存はできません。



SLSA220 請求仮伝票照会
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機能ID 機能名 概要

SLSA220 請求仮伝票照会 請求仮伝票の照会をします。

ボタン 挙動

検索 検索条件に従って、検索します。

表示 検索結果から1つ選択して、表示ボタンを押下すると、新規登録・修正ーメイン画面（照会のみ）へ遷移します。



権限設定
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✓ 承認できるか否かは、SLSA110 請求伝票登録 の権限を保持しているかどうかで判断します。


